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1. はじめに 

世界の侵略的外来種ワースト 100に選定されて

いるジャンボタニシ（Pomacea canaliculata）は，

水稲最大の害虫として知られている。その被害は

日本のみならず，コメの主要輸出国であるタイを

はじめとした東南アジアでも報告されており国際

的に解決すべき問題となっている。ジャンボタニ

シの食害に対し，農薬や人手による捕殺が行われ

ているが，未だに決定的な防除方法には至ってい

ない。また，日本ではジャンボタニシの食害が直

播栽培の普及を妨げている一因となっている。本

研究では，省力的かつ環境無負荷な防除技術の確

立を目指し，工学的手法を用いたジャンボタニシ

の防除に関する研究開発に取り組む過程で，ジャ

ンボタニシの電気に対する特異な行動特性を見出

した。本稿では，電極形状に対してジャンボタニ

シの捕集特性に関する実験を行い水温と捕集率の

関係について調査したので報告する。 

 

2. 実験方法 

実験用水田（2.5×2.7m）に平板-丸棒電極対およ

び丸棒-丸棒電極対を設置し，約 25V の電圧を印

加した。水田の中心付近にジャンボタニシ 50 頭

を配置し，3時間及び 24時間後に電極付近のジャ

ンボタニシの捕集頭数を測定した。 

 

3. 実験結果および考察 

観測時間と共に捕集率は増加し，丸棒と平板で

は 3時間までの捕集率はほぼ変わらないが，24時

間後は炭素平板の方が捕集率は高い傾向を示した

（図1）。実験開始から3時間後の捕集率は，丸棒，

平板の電極形状に依らず同等である理由として，

中央に配置したジャンボタニシが拡散するだけで

あり，時間の経過とともにジャンボタニシが水田

内で活動するなかで電極付近に移動した個体が捕

獲されたことが考えられる。ジャンボタニシの捕

集率は電流や電圧に関係することが明らかになっ

ているが，屋外では電気的パラメータの他にも水

温などの環境変化も影響する。図 2は捕集率に対

する水温の関係を示している。今回の実験で，比

較的高い捕集率を示した平板電極においても，水

温が低い環境では20%程度の捕集率しか得られて

いない。水温が低いとジャンボタニシの活動が下

がり，捕集率に大きな影響が表れることも実用化

に向けた知見として得ることが出来た。 

  
(a)丸棒-丸棒電極       (b)丸棒-平板電極 

図 1 電極形状に対する捕集率 

 

図 2. 水温と捕集率の関係 

4. まとめ 

屋外でのジャンボタニシの捕集特性は，電極形

状や水温に依存することを明らかにした。今後は，

電気的手法を用いたジャンボタニシ防除装置の開

発のためのフィールド・テストを通じて実際の水

田において実用的な施用法を提案する。 
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